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総
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計
画
後
期
実
施
計

総
合
計
画
後
期
実
施
計
画画
の
策
定
に
つ
い
て

の
策
定
に
つ
い
て

　

富
良
野
市
総
合
計
画
は
、
富
良
野
市

が
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
を
『
協
働
・
感

動
・
生
き
活
き
ふ
ら
の
』
と
し
、
平
成

　

年
度
か
ら
の　

年
を
期
間
と
し
て
策

１３

１０

定
し
ま
し
た
。
基
本
構
想
実
現
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
実
施
計

画
は
前
期
５
年
、
後
期
５
年
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
人
口
の
減
少
と

地
方
交
付
税
の
削
減
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
は
本
市
の
財
政
状
況
を
さ
ら
に
悪

化
さ
せ
、
平
成　

年
度
に
は
前
期
実
施

１６

計
画
を
１
年
前
倒
し
、
平
成　

年
度
か

１７

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
中
期

１９

実
施
計
画
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

中
期
実
施
計
画
で
は
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
改
築
対
策
や
中
心
市
街
地
の

整
備
を
重
点
事
業
と
し
て
、
計
画
事
業

費
１
２
５
億
円
に
対
し
１
３
２
億
円

（
平
成　

年
度
当
初
予
算
）の
実
績
額
と

１９

後期計画の見直し基本方針

富良野市を
取り巻く環境

○人口の減少
○少子高齢社会
○地方分権の進展
○財政状況の悪化
○財政健全化法の施行
○広域行政の推進

市民ニーズの
高度化

○地域医療の充実
○児童・高齢者・障がい
　者の福祉対策
○雇用確保対策
○農林業の振興
○中心市街地の活性化

▼ ▼
後期実施計画の見直し方針

●市民のニーズから医療、福祉、義務教育の事業は継続して
　実施する
●農業と観光の融合による振興をめざし、都市と農村の交流
　を進め、雇用確保に向けた施策を推進する
●公共施設（建物、道路等）の有効活用を図り災害や事故の
　防止、将来負担を軽減するための維持管理に努める

な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
実
施
計
画
は
基
本
構
想
実
現
に

向
け
た
最
終
章
と
し
て
平
成　

年
度
か

２０

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
３
カ
年
を
「
選

２２

択
と
集
中
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
」
を
視
点
に
見
直
し
を
図
っ
た
計

画
と
し
て
い
ま
す
。
本
計
画
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

事
業
一
覧
は
全
戸
配
布
し
ま
し
た
同

計
画
書
の
素
案
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成　

年
３
月　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

２０

ト
の
結
果
公
表
予
定

平
成　

年
４
月　

事
務
事
業
執
行
予
定

２０

※
提
出
方
法
や
原
案
の
公
表
場
所
に
つ

い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
（
共
通
事
項
）
を
参
照
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
意
見
提
出
先

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５
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昨
年　

月
8
日
か
ら　

月　

日
、
市
内　

会
場
で
開
催
し
た
「
市

11

11

30

17

長
と
語
ろ
う
」
地
域
懇
談
会
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
期
間
中
の
参
加
者
は
3
8
0
人
で
す
。

テ
ー
マ
に
よ
る
懇
談
「
財
政
健
全
化
計
画
」

■
市
か
ら
の
説
明
内
容
（
ポ
イ
ン
ト
の
み
記
載
）　

　

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
富
良
野
市
財
政
健
全
化
計
画
（
平
成

　

〜　

年
度
）
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
い
て
考
え
方
と
概
要
を

20

26

説
明
し
ま
し
た
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
虚
国
が
進
め
て
い
る
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
地
方
交
付
税
が
大
き
く
減
少
し
、
今
後
も
引
き

続
き
削
減
さ
れ
る
見
通
し
に
あ
る
こ
と
、
許
地
方
債
の
償
還
ピ
ー

ク
は
平
成　

年
度
で
、
以
降
は
少
し
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
。
し
か

19

し
、
距
現
行
の
行
財
政
改
革
を
続
け
て
も
年
間
６
億
円
の
歳
入
不

足
が
続
く
こ
と
、
こ
の
た
め
、
鋸
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
縮
減
や

建
設
事
業
の
抑
制
を
図
る
こ
と
、
漁
自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本

と
し
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
に
な
る
こ
と
、
禦
上
水

道
下
水
道
料
金
、
使
用
料
な
ど
の
受
益
者
負
担
を
見
直
し
て
い
く

こ
と
、
魚
特
別
職
及
び
職
員
の
給
与
水
準
及
び
定
数
を
さ
ら
に
削

減
す
る
こ
と
な
ど
を
進
め
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

行
財
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

■
市
民
の
意
見
と
市
の
回
答
内
容
（
主
な
も
の
）

虚
財
政
に
つ
い
て
は
前
年
度
も
懇
談
会
で
も
話
が
あ
っ
た
が
、
ど

の
よ
う
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
か
。

樫
交
付
税
が
前
年
よ
り
１
億
６
千
万
円
減
額
に
な
り
、
所
得
税
か
ら
住
民

税
へ
の
税
源
移
譲
も
地
方
に
は
財
源
効
果
が
出
て
い
な
い
。
交
付
税
も
更

に
５
億
円
前
後
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
厳
し
い
中
で
事
務

事
業
の
見
直
し
と
人
件
費
の
削
減
を
行
い
、
平
成　

年
度
ま
で
収
支
の
バ

26

ラ
ン
ス
を
と
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

許
財
政
健
全
化
計
画
に
よ
っ
て
地
域
生
活
に
影
響
す
る
も
の
は
。

 「
市
長
と
語
ろ
う
」

　
    地
域
懇
談
会
の
開
催
結
果

みんなでつくる

健全なまちづくり

第１章

心豊かに学びあう

まちづくり

第２章

基本的な方向

地方分権改革が進む中、自主自
立の確立と簡素で効率的な行
政システムをめざし、市民と行
政が情報を共有し、市民の目線
に立ったまちづくりを進めま
す。

主な成果指標

○市からの情報提供が不満と
　感じる市民の割合
18%【Ｈ１９】⇒ 10%【Ｈ２２】 

○財政収支の不足額
　3億２０００万円【Ｈ１９】
　　　　　　　⇒ 0円【Ｈ２６】

事業数　　２

事業費　　６４００万円

財源内訳

基本的な方向

たくましく生きる力と豊かな心
を育て、また、郷土に根ざした
個性あふれる文化の創造に努め、
市民一人ひとりが生きがいを持
てるまちづくりを進めます。

主な成果指標

○学社融合推進事業の実施数
　118回【Ｈ18】⇒120回【Ｈ22】

○家庭教育セミナー参加人数
　650人【Ｈ１8】⇒800人【Ｈ22】

事業数　　３４

事業費　　6億6900万円

財源内訳

安全で安心して暮らす

まちづくり

第３章

基本的な方向

多様化する環境問題への対応や
安全な市民生活の確保のため、
人と自然が共生した安全で安心
して暮らせるまちづくりを進め
ます。

主な成果指標

○平成22年度における富良野市

の温室効果ガス排出量を、平成2
年度の排出量に比べ9.5%削減 

○リサイクル率
　91.9%【Ｈ１８】⇒　99%

事業数　　１１

事業費　　1億1800万円

財源内訳　

 300万円国・道

2700万円市　債

　7200万円一般財源

1600万円その他

1億4600万円国・道

7000万円市　債

4億900万円一般財源

4400万円その他
5000万円一般財源

1400万円その他
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ふれあいの心がつくる

健康なまちづくり

第４章

樫
地
域
会
館
、
道
路
、
公
営
住
宅
な
ど
の
建
設
は
災
害
や
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
も
の
を
除
き
、
で
き
な
い
。
事
業
も
人
件
費
も
抑
え
て
歳
入

に
見
合
う
よ
う
改
善
・
縮
小
す
る
。
上
下
水
道
料
金
な
ど
の
見
直
し
も
影

響
し
て
く
る
。
た
だ
し
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
の
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
な

い
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

距
水
道
料
金
な
ど
は
あ
る
程
度
の
引
き
上
げ
は
理
解
で
き
る
が
、

い
つ
か
ら
、
ど
の
位
に
な
る
の
か
。

樫
減
価
償
却
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
基
準
、
公
共
料
金
と
し
て
の
性
格

な
ど
を
勘
案
し
て
計
画
期
間
中
に
審
議
会
で
審
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

鋸
歳
出
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
税
金
の
未
収
金
対
策
な
ど
歳
入
の

確
保
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。　

樫
市
税
、公
営
住
宅
、上
下
水
道
料
、保
育
料
な
ど
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
中
で
、
分
納
相
談
や
夜
間
徴
収
な
ど
個
々
の
実
態
に
即
し

た
対
策
の
ほ
か
、
強
制
執
行
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。
公
平
性
の
観
点
か

ら
更
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
未
利
用
の
市
有
地
の
売
却
な

ど
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

漁
ワ
イ
ン
事
業
で
利
益
を
出
し
て
一
般
会
計
に
繰
入
れ
る
こ
と
は
。

樫
過
去
に
は
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
な
ど
で
繰
入
れ
も
で
き
た
が
、今
は
厳
し
い
。

工
場
の
能
力　

万
本
を
基
本
に
し
た
経
営
努
力
を
続
け
て
い
く
。

30

禦
国
の
制
度
改
革
の
影
響
が
大
き
い
。
市
の
財
政
努
力
は
認
め
る

が
、
国
の
政
策
を
変
え
る
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

樫
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
地
方
の
厳
し
さ
を
国
に
訴
え
て
き
て
い
る
が
、

今
後
も
交
付
税
な
ど
の
改
善
要
望
を
続
け
て
い
く
。

魚
人
件
費
の
削
減
は
他
市
よ
り
厳
し
す
ぎ
る
。
市
民
に
自
助
の
協

力
を
は
っ
き
り
と
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

樫
職
員
も
特
別
職
も
給
料
を
削
減
し
、
我
慢
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
市
民

に
情
報
開
示
し
て
財
政
の
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
市
民

の
目
か
ら
も
っ
と
見
直
す
も
の
が
あ
れ
ば
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

亨
職
員
が
数
年
間
で　

人
以
上
削
減
予
定
だ
が
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

50

は
大
丈
夫
な
の
か
。
職
員
数
は
人
口
と
比
較
し
て
ど
う
な
の
か
。

樫
職
員
数
は
類
似
市
と
の
比
較
で
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
退
職
不
補

充
、
希
望
退
職
の
募
集
に
よ
り
職
員
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

実
態
。
不
補
充
分
は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
で
補
っ
て
い
く
。

享
他
の
町
村
が
財
政
的
に
豊
か
だ
か
ら
合
併
が
進
ま
な
い
の
な
ら
、

市
民
も
自
立
の
た
め
に
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
。

樫
財
政
が
厳
し
い
の
は
ど
こ
も
同
じ
。
財
政
健
全
化
は
進
め
な
け
れ
ば
な

基本的な方向

すべての世代の人々が、ともに助
け合い、住み慣れた地域で安心し
て暮らせるよう保健・医療・福祉・
介護の連携を強め、人にやさしい
まちづくりを進めます。

主な成果指標

○特定健診の受診率
　21%【Ｈ１８】⇒　65%【Ｈ２２】

○乳幼児検診未受診者支援割合
　82%【Ｈ１６】⇒　100%【Ｈ２１】

事業数　　54

事業費　　27億7400万円

財源内訳

創造性豊かな産業を

育むまちづくり

第５章

自然を生かした快適な

まちづくり

第６章

基本的な方向

先人から受け継いだ雄大な自然
環境と豊富な資源を活かし、地域
に根ざした創造性豊かな産業を
育むまちづくりを進めます。

主な成果指標

○宿泊客延数
　500,000人【Ｈ18】 
　　　　　⇒ 610,000人【Ｈ２２】

○外国人宿泊客延数
　26,000人【Ｈ１８】
　　　    　⇒   40,000人【Ｈ２２】

事業数　　41

事業費　　25億7500万円

財源内訳

基本的な方向

多様化する価値観や市民ニーズ
の中で、自然や景観に配慮した都
市機能を充実させ、潤いややすら
ぎが実感できるまちづくりを進
めます。

主な成果指標

○中心街活性化ｾﾝﾀｰの利用客
　64,000人／年

○水道普及率
　82.85%【Ｈ１８】⇒83.04%【Ｈ２２】

○水洗化率
　89.7%【Ｈ１８】⇒90.6%【Ｈ２２】

事業数　　２５

事業費　　13億300万円

財源内訳　
 11億9900万円国・道

　13億700万円一般財源

2億6800万円その他

 9億5500万円国・道

6200万円市　債

　5億1200万円一般財源

10億4600万円その他

 2億9600万円国・道

4億6900万円市　債

　4億9300万円一般財源

4500万円その他
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ら
な
い
。
現
在
、
設
立
の
準
備
を
進
め
て
い
る
広
域
連
合
が
、
将
来
合
併

に
つ
な
が
る
要
素
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

テ
ー
マ
以
外
の
地
域
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど

■
協
会
病
院
･
く
に
い
跡
地
計
画

樫
平
成　

年
度
に
改
正
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
３
法
に
基
づ
き
、
協
会
病

18

院
・
く
に
い
跡
地
の
利
活
用
を
含
め
た
新
し
い
中
心
市
街
地　

h
a
の
活

77

性
化
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
現
在
、
商
工
会
議
所
や
商
店
街
な
ど

か
ら
な
る
法
定
協
議
会
の
中
で
構
想
を
検
討
し
て
い
る
。

■
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業

樫
平
成　

〜　

年
度
で
取
り
組
む
こ
と
で
道
に
要
請
中
。
事
業
は
全
農
地

20

23

を
対
象
と
し
、
農
家
・
非
農
家
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
村
部
を
５
地
区
に
分
け
た
活
動
組

織
の
設
立
及
び
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
地
域
と
話
し
合
っ
て
進
め

て
い
き
た
い
。

■
鹿
害
対
策
（
柵
・
ハ
ン
タ
ー
）

樫
鹿
柵
設
置
の
補
助
は
、
東
部
地
区
以
外
は
防
衛
省
の
調
査
結
果
で
は
進

展
が
な
い
が
引
き
続
き
要
請
す
る
。
農
水
省
の
新
法
に
も
期
待
し
て
い
き

た
い
。
鹿
対
策
は
柵
で
囲
む
だ
け
で
は
な
く
、
個
体
を
増
や
さ
な
い
こ
と

が
重
要
。
こ
の
た
め
に
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
支
援
を
し
て
い
る
。
農
家
も
猟

友
会
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

■
ア
パ
ー
ト
の
ご
み
分
別
指
導

樫
町
内
会
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
Ｄ
ラ
ン
ク

か
ら
Ａ
に
な
っ
た
。
分
別
の
出
来
て
い
な
い
ア
パ
ー
ト
入
居
者
に
対
す
る

指
導
は
家
主
へ
の
管
理
対
策
を
含
め
て
市
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
連
絡
し

て
ほ
し
い
。

周
知
連
絡
事
項

虚
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要

許
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用　

距
平
成　

年
度
除
排
雪
計
画　

19

鋸
中
心
街
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ら
っ
と
」
の
利
用　

漁
児
童
生
徒
の
食
育
の
推
進

地
域
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
・
提
言
な
ど
の
内
容
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
会
場
別
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
②

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

計
画
を
作
成
し
た
趣
旨

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

が
、
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、

本
市
の
財
政
は
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
の
貯
金
に
依
存
し
た
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

こ
の
貯
金
が
底
を
つ
け
ば
、
赤
字

団
体
に
移
行
し
か
ね
な
い
状
況
に

あ
り
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
削
減

が
想
定
さ
れ
る
中
で
は
、
早
急
に

財
政
構
造
の
改
善
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
計
画
に
お
い
て
は
、
貯
金
に

依
存
し
な
い
財
政
運
営
、
い
わ
ゆ

る
「
身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算
」
を

実
現
す
る
た
め
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、

財
政
健
全
化
に
向
け
た
基
本
的
な

方
向
性
を
示
す
と
共
に
、
健
全
化

の
た
め
の
当
面
の
具
体
的
な
取
り

組
み
項
目
を
明
ら
か
に
し
、
持
続

性
の
あ
る
財
政
構
造
へ
の
転
換
に

向
け
た
計
画
と
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
骨
子
（
概
要
）

　

財
政
健
全
化
計
画
を
次
の
内
容

で
と
り
ま
と
め
、
平
成　

年
度
に

26

お
い
て
は
、
貯
金
に
依
存
し
な
い

財
政
収
支
の
均
衡
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

な
お
、
歳
入
見
通
し
は
、
国
の

地
域
振
興
政
策
な
ど
で
大
き
く
変

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
計

画
は
固
定
す
る
も
の
で
な
く
、
随

時
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
推
進
し

ま
す
。

計
画
の
目
的
・
位
置
付
け
と
進
め
方

虚
計
画
策
定
の
目
的
許
計
画
の
位

置
付
け
距
計
画
の
期
間
鋸
計
画
の

進
め
方

財
政
の
現
状
と
悪
化
の
要
因

虚
地
方
財
政
の
現
状
と
今
日
の
財

政
悪
化
要
因

許
本
市
の
財
政
状
況

持
続
性
の
あ
る
財
政
の
確
立
に
向

け
た
基
本
的
な
姿
勢

虚
財
政
構
造
の
見
直
し

許
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進今
後
の
財
政
収
支
見
通
し

虚
財
政
見
通
し
の
背
景

許
中
期
的
な
財
政
収
支
見
通
し

収
支
改
善
の
目
標
と
健
全
化
対
策

項
目

虚
収
支
改
善
の
目
標

許
個
別
健
全
化
対
策
項
目
と
効
果

額健
全
化
取
り
組
み
後
の
収
支
見
通
し

市
民
へ
の
影
響

　

地
方
交
付
税
等
の
歳
入
財
源
が

減
少
し
て
い
る
財
政
状
況
の
中
で

は
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
削
減

が
必
要
で
あ
り
、
行
政
の
内
部
経

費
の
削
減
と
あ
わ
せ
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
縮
減
、
使
用

料
な
ど
の
受
益
者
負
担
の
拡
大
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
財
政
が
維
持
で

き
ま
せ
ん
。
今
後
の
財
政
健
全
化

に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
全
戸
配
布
し
ま
し
た
同

計
画
書
の
素
案
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成　

年
３
月　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

２０

メ
ン
ト
の
結
果
公
表
予
定
。
計
画

決
定
予
定

※
提
出
方
法
や
原
案
の
公
表
場
所

に
つ
い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
共
通
事

項
）
を
参
照
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
意
見
提
出
先

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

 富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号
　
 総
務
部
財
政
課
　

 電
話
 ３
９
‐
２
３
０
６
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
 ２
３
‐
２
１
２
０

za
ise
i-k@
c
ity
.fura
no.hokka

id

 電
子
メ
ー
ル
    
   
    
 
   
     
        
  o.j    

p

 

 
意
見
募
集
期
間　

１
月　

日
牙
〜
２
月　

日
峨

３１

１９
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親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
瑞
穂
連
合
町
内
会

（
高
野
庄
司
会
長
）
が
主

催
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
会

が　

月　

日
、
瑞
穂
コ

１２

２３

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
地
域
の

親
子
や
連
合
会
の
役
員

な
ど　

人
が
集
ま
り
、
紙

６０

芝
居
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
「
サ
ン

タ
さ
ー
ん
」
と
呼
び
か
け

る
と
「
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
」

の
音
楽
と
と
も
に
２
人

の
サ
ン
タ
さ
ん
が
登
場
。

会
場
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手

と
歓
声
で
包
ま
れ
ま
し
た
。
紙
芝

居
は
「
一
休
さ
ん
」
と
「
怪
獣
ド
ッ

コ
イ
」
が
披
露
さ
れ
、
普
段
は
味

わ
え
な
い
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
読

み
聞
か
せ
に
、
子
ど
も
た
ち
は
真

剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
地
域
の
佐
々
木

智
人
さ
ん
の
指
導
で
風
船
を
使
っ

た
動
物
の
つ
く
り
方
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
輪
投
げ
な
ど
も
行
わ
れ
、

帰
り
に
は
一
人
ず
つ
サ
ン
タ
さ
ん

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
、

１
日
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

連
合
町
内
会
青
少
年
育
成
部
長

の
谷
勇
さ
ん
は
「
ク
リ
ス
マ
ス
会

は
、
今
回
が
始
め
て
の
取
り
組
み
。

連合会・町内会の話題をお知らせください。

大
き
な
視
点
、
展
望

を
も
っ
て
地
域
活
性

化
事
業
に
取
り
組
む

■
山
部
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
■

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

子どもたちの成長

を地域で支える

■瑞穂連合町内会■

　

山
部
の
商
工
業
者
や
事
業
所
、
農
業
者

な
ど
中
堅
の
人
た
ち
が
結
集
し
て
地
域

経
済
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
平
成　

年　

月
に
結
成
さ

16

11

れ
た
「
山
部
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
」（
平

賀
周
一
委
員
長
、
会
員　

人
）。

28

　

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
人
口
減
少
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
の
は
山
部
も
同

じ
。
平
賀
委
員
長
は
「
山
部
の
将
来
を
真

剣
に
考
え
、
話
し
合
い
を
し
て
い
く
団
体

の
必
要
性
を
多
く
の
人
た
ち
が
持
っ
て

い
ま
し
た
。
地
産
、
景
観
、
雇
用
、
観
光

な
ど
取
り
組
み
た
い
テ
ー
マ
は
数
多
く

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
視
点
と
展
望
を

持
っ
て
「
夢
」
を
具
体
化
さ
せ
て
い
き
た

い
」
と
設
立
の
趣
旨
を
話
し
ま
す
。

　

い
ま
、
そ
の
活
動
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。
委
員
会
で
は
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
、
ゆ

き
ん
こ
ま
つ
り
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
全
体
で
運
営
に
参
加
協
力
す
る
ほ
か
、

「
食
」
｢観
｣「
住
」
の
３
つ
の
部
会
を
設

け
て
、
地
産
を
活
か
し
た
食
品
づ
く
り
や

マ
ロ
ニ
エ
千
本
植
樹
に
向
け
た
苗
木
づ

く
り
、
山
部
地
区
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た

マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
う
ふ
れ
の
里
」
の
代
表
で
食
の
部

会
長
の
中
山
恵
子
さ
ん
は
、「
山
部
の
農

村
女
性
は
食
品
加
工
に
も
工
芸
品
づ
く

り
に
も
活
発
で
行
動
的
な
ん
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
祭
事
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
自
分
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
、
地
場

農
産
品
の
直
売
・
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
地
域
の

振
興
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
し
て
い
け

参加者全員に配られたサンタさんからのプレゼント

マロニエの育苗と植樹に取り組む山部まちおこし委員会観部会のみなさん

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑭
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人

　

昨
年
の
夏
、
富
良
野
の
風
景
を

題
材
に
水
彩
画
の
個
展
を
市
立
図

書
館
で
開
催
し
た
今
井
克
さ
ん

（　

歳
）。

32
　

今
井
さ
ん
は
大
阪
出
身
。
中
学

と
高
校
は
サ
ッ
カ
ー
と
ラ
グ
ビ
ー

に
汗
を
流
し
た
と
い
う
本
格
的
な

体
育
会
系
。
美
術
と
初
め
て
関
わ

り
を
持
っ
た
の
は
東
京
の
大
学
で

文
学
部
を
専
攻
し
て
か
ら
。

　
「
本
を
読
み
、展
覧
会
場
を
回
っ

て
い
る
う
ち
に
、
文
学
者
の
意
欲

的
な
生
き
方
に
感
動
し
、
す
っ
か

り
刺
激
さ
れ
た
」
と
い
う
今
井
さ

ん
。「
絵
の
道
具
を
旅
先
に
持
ち
歩

く
の
が
楽
し
か
っ
た
」
と
も
。

　

就
職
し
た
出
版
社
を
僅
か
1
年

半
で
退
社
。「
油
絵
の
技
術
を
磨
い

て
芸
術
家
の
生
き
方
を
試
し
て
み

た
い
と
い
う
思
い
を
棄
て
き
れ
ず
、

 富良野の農村風景を水彩画に 

「富良野の風景には農家の人たちの生活感があり、農作業
をしていても、絵を描いていても楽しい」と言う今井さん

良野に 今井 克さん 
　　　　～栄町～

い ま い かつみ

独
学
で
静
物
や
人
物
画
を
主
体
に

描
い
て
い
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤

を
し
て
い
る
う
ち
に
す
っ
か
り
行

き
詰
ま
り
、
生
活
も
困
窮
し
て
し

ま
い
ま
し
た
」
と
い
う
今
井
さ
ん
。

　

過
信
と
迷
い
、
悩
み
、
葛
藤
。

そ
ん
な
時
、
コ
ン
ビ
ニ
で
た
ま
た

ま
開
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
誌
。

富
良
野
で
寮
つ
き
の
農
業
ヘ
ル

パ
ー
の
募
集
を
知
り
、「
富
良
野
は

修
学
旅
行
で
印
象
深
か
っ
た
所
。

き
っ
と
い
い
絵
が
描
け
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」。７
年
前
に
今
井
さ
ん
が

富
良
野
を
心
機
一
転
の
地
に
選
ん

だ
理
由
を
こ
う
語
り
ま
す
。
自
転

車
で
富
良
野
の
農
村
風
景
を
見
て

回
っ
た
時
の
感
動
が
今
も
続
い
て

い
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
農
村
風
景
は
全
国
に
あ
る
が
、

富
良
野
は
一
生
懸
命
仕
事
を
し
て

い
る
農
家
の
人
た
ち
の
生
活
感
が

景
色
と
一
体
に
な
っ
て
目
に
残
る
。

景
色
に
意
識
的
な
作
為
も
な
い
の

に
感
動
す
る
。
私
に
と
っ
て
富
良

野
は
特
別
な
ま
ち
。
見
る
場
所
や

季
節
に
よ
っ
て
も
、
自
分
の
見
方
、

れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

山
部
ま
ち
お
こ
し
委
員
会
で
は
、

今
後
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
開
設
や
、
拠

点
と
な
る
太
陽
の
里
の
ほ
か
に
、

東
大
樹
木
園
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な

ど
を
利
用
し
た
自
然
に
や
さ
し
い

環
境
・
景
観
の
体
験
学
習
の
場
づ

く
り
も
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　

平
賀
委
員
長
は
「
お
金
は
か
け

ら
れ
な
い
の
で
、
今
あ
る
施
設
や

資
源
を
い
か
に
有
効
活
用
す
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
が
目
的
意
識
と
展
望
を
し
っ

か
り
と
共
有
し
、
議
論
と
行
動
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

山
部
の
地
域
性
を
十
分
に
引
き
出

せ
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
ま
ち
お
こ
し
活
動
を
通

じ
て
、
農
業
・
商
業
・
地
域
住
民

の
交
流
が
よ
り
一
層
広
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

見
え
方
も
違
っ
て
く
る
か
ら
で

す
」

　

い
ま
、
今
井
さ
ん
は
近
く
の
農

家
で
農
作
業
を
優
先
し
て
続
け
る

毎
日
。
そ
の
合
間
の
朝
2
時
間
と

夕
方
か
ら
日
没
ま
で
が
水
彩
に
充

て
ら
れ
る
貴
重
な
時
間
。「
農
業
も

楽
し
い
し
、
絵
を
描
い
て
い
て
も

楽
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

今
井
さ
ん
の
水
彩
画
は
、
あ
る

が
ま
ま
の
風
景
を
丁
寧
に
ス
ケ
ッ

チ
し
、
淡
い
着
色
で
描
写
す
る
の

が
持
ち
味
。
そ
の
作
品
に
は
自
ら

農
業
の
営
み
に
携
わ
っ
て
い
る
か

ら
表
現
で
き
る
農
村
へ
の
愛
情
と

優
し
い
眼
差
し
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
作
風
が
評
価
さ
れ
て
、

市
内
の
喫
茶
店
や
宿
泊
施
設
の
客

室
に
今
井
さ
ん
の
作
品
を
展
示
す

る
動
き
が
出
て
き
て
い
ま
す
。「
み

な
さ
ん
が
何
気
な
く
見
過
ご
し
て

い
る
富
良
野
の
風
景
で
す
が
、
私

に
と
っ
て
は
絵
に
残
し
て
伝
え
て

い
き
た
い
大
切
な
画
題
。
地
道
に

技
術
を
磨
い
て
個
展
で
発
表
し
て

い
き
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

移る

子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く
れ
る
か

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
を
見
て
事
業
を
進
め

て
良
か
っ
た
と
思
え
ま
し
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

瑞
穂
連
合
町
内
会
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
に
加
え
、
夏
に
は
七
夕
祭
り
や

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
催
し
て
い
ま
す
。
高

野
会
長
は
「
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

連
合
会
と
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者

と
の
接
点
を
作
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
地
域
で
支
え
て

い
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

富⑩
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定例市議会に本規約の提案を予
定しておりますが、構成する市町
村の全ての議会において本規約
の議決を経た後、北海道知事に設
置許可申請を行い、知事の設置許
可をもって広域連合の発足とな
ります。
問合せ/意見提出先

企画振興課
〒０７6‐0018　
富良野市弥生町１番２号　文化会
館内（広域連合準備委員会事務局）
志39‐2311　思３９‐２330
電子メール　
kikaku-k@city.furano.hokkaido.jｐ

※総合計画後期実施計画の策定
及び財政健全化計画の策定につ
いては、本紙２～５ページをご覧
ください。
※国民健康保険税の税率改正に
ついては、国の諸系率等が未確定
のため、パブリックコメント手続
を延期いたします。

縦　覧

虚都市計画用途地域の変更

に係る案の縦覧について

許特別用途地区（大規模集客

施設制限地区）の指定に係る

案の縦覧について

距特定用途制限地区の指定

に係る案の縦覧について
縦覧期間　

平成２０年２月８日画～２月２１日牙
縦覧場所　都市建築課
問合せ　都市建築課
志39‐23１６

審議会等委員の募集

富良野市保健福祉推進市民

会議
委員の任務　

総合的な保健福祉事業の推進を図
るための審議
募集人員

第１号被保険者（６５歳以上）２名
第２号被保険者　（４０歳～６５歳未
満）２名
応募資格　

市内在住で隔月１回程度の会議に
出席が可能な方
任　　期　委嘱の日から２年間

申込期限　３月３１日俄
報　　酬　

日額報酬　2,750円（税込み）
費用弁償（交通費）　市職員相当額
申込方法　住所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、職業、電話番号、応募
の動機を記入して直接または封書、
ファックス、電子メールで提出して
ください。
問合せ/申込先

介護保険課
〒０７6‐００１８　
富良野市弥生町１番３号　保健
センター内　
志39‐2２５５　思３９‐２２２２
電子メール　
kaigo-k@city.furano.hokkaido.jｐ

国民健康保険運営協議会
委員の任務　

国民健康保険事業の運営に関する
重要事項の審議

募集人員　１名
応募資格　

市内在住の満２０歳以上満７０歳未満の方
任　　期　

平成２０年４月１日～平成２２年３月
３１日まで
申込期限　２月２８日牙
報　　酬　

日額報酬　２,７５０円（税込み）
費用弁償（交通費）　市職員相当額
申込方法　住所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、職業、電話番号、応募
の動機を記入して直接または封書、
ファックス、電子メールで提出して
ください。
問合せ/申込先

市民課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号
志39‐2３０１　思２３‐３５２３
電子メール　
simin-k@city.furano.hokkaido.jｐ

市民の声
交通安全について
　　　　　　　　新富町　男性

　私の住んでいる高圧線沿いの
道路（パチンコ屋から西病院）
には交通防犯を喚起するような
「旗」は１本も立っていない。「交
通」「防犯」と社会が騒がしいの
に、裏路地だからといって関心
をもってくれないのはどういう
ことか。この道は朝・夕、学生
が通る重要な道路である。事故
も時々起きている。

環境生活課です　　拶３９‐23０８

　「交通安全」および「防犯」の
旗につきましては、設置する場所
の選定や設置後の管理上、各町内
会、団体等においての設置、維持
管理をお願いしています。旗の設
置が必要と思われる場所があり
ましたら、町内会長さんや町内の
役員さんにご相談してください。
　なお、旗はそれぞれ「交通安全
協会」、「地域安全協会」で作成し、
町内会、団体等に対し、無償で配
布しておりますので、窓口の環境
生活課交通生活係へお越しくだ
さい。

駅
間
広
場
へ
の
一
般
車
両
の
進
入
に
つ
い
て
は
、

右
図
の
と
お
り
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、

案
内
標
識
に
よ
り
利
用
く
だ
さ
い
。

駅前広場の車駅前広場の車のの

進入につい進入についてて

架架旭川土木現業旭川土木現業所所

富良野出張富良野出張所所

拶拶２２３３‐２１６‐２１６８８
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パブリックコメント手続
（共通事項）

意見を提出できる方

虚市内に住んでいる方許市内で
働いている方距市内で学んでい
る方鋸市内に事業所がある法人
や団体
提出方法

虚封書・ファックス・電子メール
など書面（様式自由）や録音テー
プでお寄せください。
許担当課窓口に直接提出（公表場
所に設置している意見箱にも）
距意見を提出するときは、住所・
氏名などを記入してください。氏
名などは公表しませんが、記入が
ない意見には回答できない場合
もあります。
原案の公表場所

●行政情報コーナー（市役所１階
市民ロビー）
●山部・東山支所窓口●担当課
●市ホームページ
（市民の意見募集）

中小企業資金融資制度の改

正について
意見募集期間　

平成２０年１月３１日牙～２月１９日峨
改正する理由

　本市の中小企業向け融資制度
は、中小企業振興資金・商工業パ
ワーアップ資金・小口緊急特別資
金の３資金があり、それぞれの目
的や使途に応じた融資内容と
なっています。３資金は、いずれ
も低金利となっていますが、さら
に、中小企業振興資金は保証協会
の保証付きとし、保証料の全額を
補給されています。また、商工業
パワーアップ資金は、１％の利子
補給がされています。
　また、各金融機関へ資金毎に預
託(合計2億3,050万円)しており、融
資枠は預託金額の中小企業振興
資金3倍・商工業パワーアップ資
金2.5倍・小口緊急特別資金2倍と
なっています。
　平成18年度における３資金合
計の融資実績は、融資枠6億2,025
万円に対し貸付残高が4億2,625万

円で貸出率は68.7％となっていま
す。また、融資件数は新規36件、
全体で84件と平成15年度をピー
クに減少となっています。
　各資金別の融資動向では、中小
企業振興資金が平成15年度以降
ほぼ横ばい。商工業パワーアップ
資金の貸付残高も平成13年度以
降横ばいでありますが、新規融資
が平成17年度以降ありません。ま
た、小口緊急特別資金は、平成14
年度をピークに減少しています。
　さらに、金利は、中小企業振興
資金(1.6%・2.3%・2.5%)・商工業
パワーアップ資金(2.2%)・小口緊
急特別資金(1.5%・1.9%)の固定金
利で、平成13年４月１日改正以降
据え置きとなっています。
　融資実績の横ばいもしくは減
少傾向の要因として、長引く景気
低迷を背景とした各企業の投資
控えも考えられますが、本市の中
小企業の振興を図るためには、
「企業として利用しやすい」「金融
機関として扱いやすい」融資制度
へと見直します。
改正の概要

虚 金利設定基準の設定
・北海道中小企業総合振興資金の
融資利率設定基準を基本とした
ルール化
・短期プライムレートとの連動
・融資利率改定日の設定(年２回：
4・10月)
許 預託制度の廃止
・各金融機関への預託を廃止しま
す。(2億3,050万円)
・預託は廃止しますが、融資枠に
ついては、中小企業振興資金、商
工業パワーアップ資金、小口緊急
特別資金とも平成19年度と同額
とします。
距 利子補給の拡充
・商工業パワーアップ資金に対す
る１％利子補給を継続します。
・中小企業振興資金は0.5％、小口
緊急特別資金は1.0％の利子補給
を拡充します。
鋸 保証料補給金の見直し
・中小企業振興資金に対する保証
料全額補給を半額補給に見直し
ます。
漁 金融機関への枠配分の廃止
・年度当初、各金融機関に対し
行っていた資金毎の枠配分を廃
止します。
・融資決定については、先着順と

します。
今後のスケジュール

平成２０年３月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
平成２０年４月　改正予定
問合せ/意見提出先

商工観光課
〒０７6‐8555　
富良野市弥生町１番１号　
志39‐23１２　思23‐２１２３
電子メール　
kankou@city.furano.hokkaido.jｐ

富良野広域連合（仮称）規約

の制定について
意見募集期間　

平成２０年１月３１日牙～２月１９日峨
原案を作成した理由

　地方自治体を取り巻く環境は、
国の三位一体改革以後、年々厳し
くなっているとともに、少子高齢
化の進行、地方分権の進展、多様
化する広域行政の需要などに適
切に対応することが求められて
おります。
　そのため、富良野圏域における
広域的な住民サービスの充実強
化と行財政の一層の効率化を図
るため、富良野圏域（富良野市、
上富良野町、中富良野町、南富良
野町、占冠村）を区域とする広域
連合を設置し、共通的な事務の集
約による経費の縮減と、広域的な
行政課題を総合的に展開し、ス
ケールメリットを活かした行政
サービスの向上を図ります。
原案の概要

　富良野圏域を区域とする富良
野広域連合（仮称）を設置し、平
成２１年４月１日から圏域内の「消
防」「環境衛生」「学校給食」「串
内草地」の事務処理を行います。
　また、広域連合は特別地方公共
団体となり、広域連合議会の設置
と広域連合長をはじめ、副広域連
合長、事務管理者、会計管理者、
監査委員、選挙管理委員を選出い
たします。
　なお、公平委員会と教育委員会
は、法律で定められているため、
本規約には規定していません。
今後のスケジュール

平成２０年４月　パブリックコメ
ントの結果公表予定
　富良野市では平成２０年第１回

市民参加手続の
ページ

概要のみ掲載。全文は公表場所で
ご覧ください。
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２０歳の門出を祝う成人式に２００人が参加

歳の門出を祝う成人式が１月１３

日、文化会館で行われ、２９８人中

２２７人が出席し、大人の仲間入りを果た

しました。新成人たちは紋付き袴やあ

でやかな着物で出席。弥栄太鼓による

オープニングのあと、市長からの式辞

と来賓からの激励のことばが贈られ、

「２０年を振り返って」題したスライド上

映では、懐かしの映像が映るたび会場

では歓声があがりました。

　２０

地域や職場の仲間でミニバレー大会に参加

民ミニバレーボール大会が１月

２０日、スポーツセンターで行わ

れ地域や職場の仲間を中心に３３チー

ム１６２人が参加しました。試合では、

一つのボールを追ってコート内を走

り回り、白熱した試合が繰り広げられ

ました。各部の優勝チームは次のとお

り。男性の部「鳥沼ミドル」、女性の

部Ａブロック「マイフレンド」、女性

の部Ｂブロック「ボンバーズ」

市

『夢の続き』
　　　　　吉永　小百合

映画、ラジオ、原爆詩の朗

読と、時代の風を受けて一

途に駆け抜けてきた吉永

小百合が“今”を綴る。

●児童書（新着）

島田　洋七　絵本 佐賀のがばいばあちゃん
アラン・アルバーグ　そのまたまえには

●一般書（新着）

堺屋　太一　世界を創った男チンギス・ハン４
石黒　謙吾　いぬがいたら
乃南　アサ　いのちの王国

架図書館　拶２２‐３００５

図書館だより図書館だより

定例休館日　　毎週月曜日　
振替休館日　　１２日峨
整理休館日　　２９日画

１階おはなしコーナー
　どんぐりおはなし会　毎週水曜日午後３時から　
１階特設展示コーナー
　翻訳家　金原瑞人の世界　５日峨～２４日蚊
２階多目的ホール　
　９日臥　午前１０時３０分から　おはなし会
２階展示ホール　
　布礼別中学校「布礼別の魅力写真展」　６日我～１５画
○大型紙芝居・大型絵本・エプロンシアターなど
の貸し出しをしています。
○本を寄贈していただける方はご連絡ください
（本の内容・状態により遠慮させていただく場合が
あります）

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

今月の注目の今月の注目の本本
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占冠村
露天風呂を満喫！

　アルファリゾート・トマムＶＩ
Ｚスパハウスの露天風呂「木林の
湯」が好評です。トマムの美しい
森に囲まれたこの露天風呂は、ス
キーやスノーボードで疲れた体を
癒してくれます。体はポカポカ温
かいのに、髪の毛が凍ってしまっ
てもご愛敬。おかげでのぼせにく
く、ゆったりとお湯に浸かること
ができます。ぜひトマムで温まっ
てみませんか。

架経済課  拶５６‐２１７４

中富良野町
自慢の地酒が大集合

なかふらの地酒まつり

　２月１５日画午後６時から町農村
環境改善センターで開催されます。
　会場では地元の原料を使用した
純米酒・吟醸酒やワイン、ビール
などの飲み物のほか、手作りのお
いしい料理も取り揃えてお待ちし
ています！また、歌謡ショー・抽
選会などイベントでもお楽しみく
ださい。

チケット：１５００円（当日券あり）

架ＪＡふらの中富良野支所　

　　　　　　　　　拶４４‐２２１３　

南富良野町

かなやま湖冬の風物詩

「氷上ワカサギ釣り」

　かなやま湖のワカサギ釣りシー
ズンが到来しました。寒さが厳し
くなるこれからが本番で、３月中
旬まで楽しめます。家族や仲間と
一緒にぜひお越しください。
　釣魚許可証（1日券）　１０００円　
　シーズン券（1日券）　５０００円
　※小学生以下は無料
　許可証などは魚場監視員、役場、
かなやま湖保養センターなどの取
扱所で発行しています。

架産業課　 拶５２－２１７８

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

伊藤　善夫さん
　　　　　（本町）作

　「静物（水彩画）」

水彩画を始めて１５年

になります。現在は月

４回文化会館で行っ

ている「ひまわり会」

で活動しています。今

回の作品は、モチーフ

がたくさんありポイ

ントを絞るのに苦労

しました。

理技術の発展や資質向上に功

績のあった個人に贈られる「栄

養関係功労者厚生労働大臣表彰（調理

業務功労賞）」に選ばれた鈴木和夫さ

んが、市長に受賞の報告を行いました。

鈴木さんは昭和３１年に鮮魚店を開店

し、昭和５１年には北海道全調理師会富

良野支部幹事、昭和６２年には同副支部

長を務めるなど、永年にわたり地域の

食文化の向上に貢献しました。

調

食文化の向上に貢献、鈴木和夫さんが厚生労働大臣表彰

良野市子ども会かるた大会が

１月２０日、スポーツセンターで

開かれ、２４チーム５０人が参加しました。

大会は、３ブロックに分かれて熱戦が

繰り広げられ、真剣な表情で身を乗り

出して次々と札を取り合い、札や畳を

はじく音が響き渡りました。各部の優

勝チームは次のとおり。小学生の部

「チームドラゴン」、初心者の部「扇山

の龍」、中学生の部「樹海の翼」

真剣な表情で木札を取り合う

上富良野町

～温泉で癒されて～

「吹上露天の湯」

　十勝岳温泉郷にある「吹上露天
の湯」で疲れを癒しませんか?
　雄大な雪景色を眺めながらの露
天風呂は格別です。十勝岳と温泉
の大自然をご家族でぜひお楽しみ
ください

架産業振興課　拶45‐6983

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

富
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

  時計塔　１基　富良野交通安全協会

寿光園へ

　スナックアケミ
みかん  １０㎏
ジュース　２箱
お茶　２箱

　北海道コカコーラ㈱富良野営業所
ペットボトル ７箱

　桃井、中尾、吹田各理容院
みかん　２０㌔

順不同・敬称略

収集したペットボトルはどのようにリサイクルされている
のですか？Ｑ
収集したペットボトルは、中富良野町の富良野生活圏資源
回収センターに集められ、キャップなどの異物を除去し、
圧縮梱包されます。その後、北海道ペットボトルリサイク

ル株式会社札幌工場に送られ、ここで再生原料に加工されます。
用途として卵パックやフルーツパックなどの食品用容器や一般
の様々な日用品に製品化されています。きちんと分別すること
で品質のよいリサイクルが可能になります。

Ａ

中身が残っている使い捨てライターの処分は、どうしたらいい
のですか？Ｑ
中身が残っていても使用出来なくなった使い捨てライター
は、市役所で引取り処理をいたします。ご面倒でも市役所

または支所にご持参ください。決して固形燃料ごみ（黄色袋）
などには、入れないでください。よろしくお願いします。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
子
ど
も
用
ブ
ラ
ン
コ
（
外
用
）
捌
室
内
照

明
器
具
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）

捌
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
一
式
（
女
性
用
）
捌
ラ
ー

メ
ン
丼
捌
書
道
用
半
紙
捌
書
道
用
じ
ょ
う
ふ

く
紙 譲

っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
綿
入
組
座
布
団
捌
あ
ん
ま
機
捌
パ
イ
プ

ベ
ッ
ト
捌
補
聴
器
捌
日
本
史
年
表
（
高
校
副

読
本
）
捌
紋
付
・
羽
織
・
袴
・
角
帯
（
男
用

一
式
）
捌
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
捌
本
棚
捌
サ
ン

ポ
ッ
ト
石
油
ス
ト
ー
ブ

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。

不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

補正下着セット  （２０代　女性）

消費相談・ダイヤル交換市は

架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６

　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

今年４月社会人になり、職場の先輩に「これを着

けると細くなる、スタイルが良くなる」と勧められ、

高額な下着セットを洗い代えがいるだろうと言われ、一

週間分７セットを購入しました。今回支払に困って相談

に来ましたら、それは「マルチ商法」ではないかと言わ

れました。私は『サロン』で買ったのだし、友達も｢良

いわね｣と言われ『サロン』につれて行っただけでマル

チ商法をするつもりはありませし、そんな説明も受けて

いないから違うはずです。どうしたら良いでしょうか。

契約書面を見ても会員契約書面もマルチ商法の会
員契約となっていました。昨年１０月号では問題点

について説明しましたが、今回は仕組みについて説明し
てみたいと思います。以前あった「ねずみ講」と同じで、
三角形の頂点にいる“親”が“子”を勧誘。“子”が
“孫”を誘って広がって行く形をイメージして頂ければ
わかり易いかと思います。ねずみ講の「お金」に当たる
ところを「商品」に置き換えて考えるとよくわかります。
商品の仕入値が上位になるほど安くなるという形で利
潤を得る場合もありますし、直接お金で戻ってくるもの
もあるようです。ねずみ講は法律で禁止されましたが、
マルチ商法はクーリング・オフ（２０日間）もあり禁止さ
れてはいませんが、多くの問題がある事を説明しますと
相談者は会員をやめることを決め、契約した下着につい
ては文章を書いて交渉することになりました
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

仲良しです！

　　根岸　 歩那 さん
あゆな

（２歳８カ月（２歳８カ月））緑町

　　小林　 由依 さん
ゆ　い

（２歳９カ月（２歳９カ月））南大沼

“さきぐり”と“しょうぐら”です

お料理のまねと食べることが大好き

　　 安西　 咲埜 さん（４歳）（４歳）
さきの

　　 　　　 祥瑛 さん（２歳）（２歳）東町
しょうえい

を
良
く
す
る
機
械
を
装
着
す
る
治

療
法
が
あ
り
、
第
一
選
択
の
治
療

法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法

は
あ
く
ま
で
も
対
症
療
法
で
あ
り
、

肥
満
な
ど
が
解
消
さ
れ
な
け
れ
ば

継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

外
科
的
な
治
療
法
は
、
ど
の
部
位

に
無
呼
吸
を
起
こ
す
原
因
と
な
る

狭
窄
部
位
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
鼻
閉
が
原

因
な
ら
鼻
の
通
り
を
良
く
す
る
手

術
、
扁
桃
腺
が
大
き
い
の
な
ら
口

蓋
扁
桃
摘
出
術
な
ど
で
す
。

　

次
の
質
問
で　

点
以
上
の
方
は
、

１１

検
査
・
治
療
を
検
討
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

０
点
眠
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い

１
点
時
に
眠
っ
て
し
ま
う

２
点
し
ば
し
ば
眠
っ
て
し
ま
う

３
点
だ
い
た
い
眠
っ
て
し
ま
う

虚
座
っ
て
読
書
中

許
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
き

距
人
の
大
勢
い
る
場
所
（
会
議
・

劇
場
な
ど
）
で
座
っ
て
い
る
と
き

鋸
他
の
人
が
運
転
す
る
車
に
１
時

間
以
上
乗
っ
て
い
る
と
き

漁
午
後
に
横
に
な
っ
て
休
憩
を

と
っ
て
い
る
と
き

禦
座
っ
て
人
と
話
し
て
い
る
と
き

魚
飲
酒
を
せ
ず
に
昼
食
後
静
か
に

座
っ
て
い
る
と
き

亨
自
分
で
車
を
運
転
中
に
、
渋
滞

や
信
号
で
止
ま
っ
て
い
る
と
き

富良野医師会　理事　林　浩 ●いびき・睡眠時無呼吸の話②

　

い
び
き
を
か
い
て
い
る
途
中
に

数
秒
か
ら
数
十
秒
間
呼
吸
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
状
態
を
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
と
い
い
、
全
身
へ
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が

あ
り
ま
す
。
十
分
な
睡
眠
が
で
き

な
い
た
め
、
昼
間
眠
気
が
強
い
、

頭
痛
が
す
る
、
不
機
嫌
、
朝
の
目

覚
め
が
悪
い
、
集
中
力
が
悪
い
と

い
っ
た
行
動
の
異
常
を
起
こ
す
ば

か
り
で
な
く
、
呼
吸
循
環
機
能
の

低
下
に
よ
り
、
高
血
圧
、
不
整
脈
、

心
不
全
と
い
っ
た
障
が
い
を
起
こ

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
時
無
呼
吸
の
お
お
よ
そ
の

定
義
と
し
て
は
、
７
時
間
の
睡
眠

中　

秒
以
上
続
く
無
呼
吸
が　

回

１０

３０

以
上
み
ら
れ
る
も
の
、
あ
る
い
は

睡
眠
１
時
間
当
た
り
の
無
呼
吸
ま

た
は
低
呼
吸
数
が　

回
以
上
あ
る

１０

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の

診
断
に
は
、
入
院
の
上
睡
眠
検
査

が
必
要
と
な
り
、
夜
間
睡
眠
中
の

鼻
の
呼
吸
気
流
・
胸
腹
部
の
呼
吸

運
動
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。
た
だ

時
間
的
・
経
済
的
に
負
担
が
か
か

る
た
め
、
最
近
は
自
宅
で
測
定
で

き
る
簡
易
型
ア
プ
ノ
モ
ニ
タ
ー
が

普
及
し
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
は
、
主
に
保
存
的
治
療
と

外
科
的
治
療
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
保
存
的
治
療
の
代
表
的
な

も
の
と
し
て
睡
眠
中
空
気
の
流
れ

左から

左から
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このページは広告料収入で作成しています（例示）

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

北
海
道
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
の
お
知
ら
せ
　

　
こ
の
制
度
は
、
心
身
障
が
い
者

の
保
護
者
が
生
存
中
掛
金
を
納
付

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
死

亡
し
た
場
合
な
ど
に
障
が
い
者
に

終
身
年
金
を
支
給
す
る
任
意
加
入

の
制
度
で
す
。

　
近
年
、
運
用
環
境
の
変
化
や
年

金
給
付
期
間
の
長
期
化
な
ど
に
よ

り
財
政
的
に
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
４

２０

月
１
日
を
目
処
に
掛
金
引
き
上
げ

な
ど
の
制
度
改
正
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
改
正
前
に
加
入
す
る
た

め
に
は
、
２
月
末
ま
で
に
手
続
き

を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

虚
加
入
で
き
る
保
護
者
の
方

　
障
が
い
の
あ
る
方
を
現
に
扶
養

し
て
い
る
保
護
者
（
父
母
・
配
偶

者
等
）
で
あ
っ
て
、
次
の
全
て
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

・
年
齢
が
　
歳
未
満

６５

・
道
の
区
域
（
札
幌
市
の
区
域
を

除
く
）
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
特
別
の
疾
病
ま
た
は
障
が
い
を

有
し
な
い
と
知
事
が
認
め
る
方

許
障
が
い
の
あ
る
方
の
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
将

来
独
立
自
立
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

・
知
的
障
害

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、

そ
の
障
が
い
が
１
級
か
ら
３
級
ま

で
に
該
当
す
る
方

・
精
神
ま
た
は
身
体
に
永
続
的
な

障
が
い
を
有
し
、
そ
の
障
が
い
の

程
度
が
右
記
に
掲
げ
る
方
と
同
程

度
と
認
め
ら
れ
る
方

※
掛
け
金
、
弔
慰
金
、
脱
退
一
時

金
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

架
上
川
保
健
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
８
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
　

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
（
住
民

１９

税
及
び
個
人
事
業
税
）
の
確
定
申

告
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
け
付

け
が
２
月
　
日
俄
か
ら
３
月
　
日

１８

１７

俄
ま
で
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告

の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
け
付
け

は
３
月
　
日
俄
ま
で
で
す
。

３１

　
申
告
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、

印
鑑
、
前
年
の
「
申
告
書
な
ど
の

控
え
」、
使
い
慣
れ
た
「
計
算
器
具
」

や
「
筆
記
具
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

平
成
　
年
分
の
主
な
改
正
事
項

１９

虚
定
率
減
税
額
の
廃
止

許
所
得
税
率
の
改
正

距
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設

便
利
な
e
‐
T
a
x

　
e
‐
T
a
x
は
自
宅
な
ど
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す

る
各
種
手
続
（
虚
所
得
税
な
ど
の

申
告
許
全
税
目
の
納
税
距
各
種
申

請
、
届
出
な
ど
）
を
直
接
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。　
ま
た
、
次
の
メ

リ
ッ
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
申
告

虚
最
高
５
０
０
０
円
の
税
額
控
除

許
添
付
書
類
が
提
出
不
要

距
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.e
-ta
x
.n
ta
.g
o
.jp

架
富
良
野
税
務
署

拶
２
２
‐
２
１
４
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

と
　
き
　
３
月
　
日
俄
午
後
１
時

１０

～
　
日
牙
正
午

１３
と
こ
ろ
　
旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

４
１
５
５
番
地
　
）
３０

内
　
容
　
知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門
的

相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
２
月
　１５

日
画
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

育
英
基
金

応
募
資
格
　
親
権
者
ま
た
は
こ
れ

に
代
わ
る
方
が
市
内
に
住
所
を
有

し
、
成
績
優
秀
・
素
行
善
良
で
学

校
長
が
推
薦
す
る
方
で
、
経
済
的

理
由
で
学
資
の
負
担
が
困
難
な
方

応
募
手
続
　
３
月
　
日
我
ま
で
に

１９

学
校
教
育
課
（
図
書
館
３
階
）
に

あ
る
出
願
願
書
に
添
付
書
類
を
添

え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広告①広告②

有料広告掲載位置有料広告掲載位置

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

「
広
報
ふ
ら
の
」
有
料
広
告
募

集
の
お
知
ら
せ

規
　
格

１
種
広
告

　
　
縦
6
・
3
唖
×
横
9
・
0
唖

２
種
広
告

　
　
縦
6
・
3
唖
×
横
　
・
0
唖

18

募
集
枠
数
　
８
枠
（
１
種
広
告
換

算
）
２
種
広
告
を
申
し
込
ま
れ
る

場
合
は
２
枠
使
用
し
ま
す
。

掲
載
位
置
　
暮
ら
し
の
情
報
全
４

ペ
ー
ジ
の
一
部
（
下
段
参
照
）

掲
載
期
間
　

　
　
広
報
５
月
号
～
広
報
　
月
号

１０

掲
載
料
　

１
種
広
告
　

　
　
６
カ
月
　
1
0
8
0
0
0
円

２
種
広
告
　

　
　
６
カ
月
　
2
1
6
0
0
0
円

申
込
み
　
平
成
　
年
２
月
　
日
画

２０

２９

ま
で
に
申
込
書
、
広
告
案
（
申
込

者
が
作
成
）、市
税
等
納
税
証
明
書
、

登
記
簿
謄
本
写
し
な
ど
所
定
の
書

類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

選
定
方
法
　
枠
数
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

優
先
順
位
　
　

虚
公
共
性
の
高
い
内
容
の
広
告
 

許
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の

の
広
告

距
そ
の
他
広
告
と
し
て
掲
載
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
部
長
が
認

め
た
広
告
 

鋸
２
種
広
告
の
申
込
み
を
１
種
広

告
に
優
先
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○
富
良
野
市
育
英
基
金

☆
貸
与
額
（
月
額
）　
　
　
　
　
　

高
校
生
　
　
 　
　
8
0
0
0
円

高
等
専
門
学
校
生
1
2
0
0
0
円

大
学
生
　
　
　
　
1
5
0
0
0
円

☆
入
学
準
備
金

高
校
生
　
　
　
　
１
０
０
０
０
円

高
等
専
門
学
校
生
1
2
0
0
0
円

大
学
生
　
　
　
　
２
０
0
0
0
円

※
貸
与
は
無
利
子
で
卒
業
後
に
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
戸
倉
育
英
基
金

☆
給
付
額
（
一
時
金
）

高
校
生
　
　
　
　
3
0
0
0
0
円

高
等
専
門
学
校
生
4
0
0
0
0
円

大
学
生
　
　
　
　
5
0
0
0
0
円

架
学
校
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
２
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
、
小
中
学
校
へ
通
う
お

子
さ
ん
の
学
用
品
代
や
給
食
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

対
　
象
　

虚
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
次

の
措
置
を
受
け
た
方

・
個
人
の
事
業
税
の
減
免
、
市
民

税
の
非
課
税
・
減
免
、
固
定
資
産

税
の
減
免
（
た
だ
し
住
宅
の
新
築

に
よ
る
も
の
は
除
き
ま
す
）

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
ま
た

は
徴
収
の
猶
予

・
国
民
年
金
の
掛
け
金
の
減
免

・
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
（
母
子

家
庭
な
ど
に
支
給
さ
れ
る
手
当
）

・
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

許
収
入
の
少
な
い
方
及
び
災
害
、

病
気
、
失
業
、
事
故
な
ど
特
別
な

事
情
で
学
費
の
負
担
が
困
難
な
方

距
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を

有
す
る
日
雇
労
働
者
、
ま
た
は
職

業
安
定
所
登
録
日
雇
労
働
者
の
方

架
学
校
教
育
課拶

３
９
‐
２
３
２
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
警
察
署
か
ら
の
　

お
知
ら
せ
　

○
落
氷
雪
に
よ
る
事
故
防
止

　
２
月
は
、
落
氷
雪
や
屋
根
の
雪

下
ろ
し
、
除
雪
機
な
ど
に
よ
る
事

故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

虚
屋
根
の
雪
や
氷
柱
を
早
め
に
下

ろ
し
ま
し
ょ
う
。

許
危
険
な
軒
下
は
歩
か
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

距
子
ど
も
た
ち
を
落
氷
雪
の
危
険

が
あ
る
場
所
で
遊
ば
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

鋸
雪
下
ろ
し
は
転
落
防
止
用
の

ロ
ー
プ
な
ど
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

漁
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
は
周
囲
の

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
警
備

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

　
安
全
で
安
心
な
北
海
道
を
世
界

に
発
信
で
き
る
よ
う
「
サ
ミ
ッ
ト

出
席
者
の
安
全
」
と
「
道
民
生
活

の
安
全
と
安
心
」
を
、
と
も
に
実

現
す
る
た
め
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
警
備
に
対
す
る
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

無
料
調
停
相
談
会
の
開
催
　

と
　
き
　
２
月
　
日
画

１５

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
１
階
研
修
室

内
　
容
　
金
銭
の
貸
借
、
損
害
賠

償
な
ど
日
常
生
活
の
紛
争
解
決

架
富
良
野
簡
易
裁
判
所

拶
２
２
‐
２
２
０
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

噴
火
警
報
・
噴
火
予
報
　

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
　
年
　
月

19

12

1
日
か
ら
噴
火
災
害
軽
減
の
た
め
、

予
想
さ
れ
る
噴
火
の
影
響
の
範
囲

に
応
じ
て
、
居
住
地
域
ま
で
影
響

が
及
ぶ
場
合
は
『
噴
火
警
報
』（
噴

火
警
報
（
居
住
地
域
））、
そ
こ
ま

で
影
響
が
及
ば
な
い
場
合
は
『
火

口
周
辺
警
報
』（
噴
火
警
報
（
火
口

周
辺
））
と
い
う
名
称
を
用
い
て
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
噴
火
時
な
ど
に

適
切
な
防
災
対
応
を
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
警
戒
が

必
要
で
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
、

火
山
活
動
が
静
穏
な
状
況
を
お
知

ら
せ
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は

『
噴
火
予
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
お
知
ら
せ
し

て
き
た
緊
急
火
山
情
報
、
臨
時
火

山
情
報
、
火
山
観
測
情
報
並
び
に

火
山
活
動
度
レ
ベ
ル
は
廃
止
し
ま

し
た
。
詳
細
は
、
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jm
a
/
i

n
d
e
x
.h
tm
l

架
旭
川
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
囲
碁
大
会

と
　
き
　
２
月
　
日
我

２７

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
受
付

３０

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
　
概
ね
　
歳
以
上
の
方

６０

参
加
料
　
８
０
０
円
（
昼
食
込
み
）

申
込
み
　
２
月
　
日
俄
ま
で
に
申

１８

し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

拶
２
２
‐
２
０
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

親
子
リ
ズ
ム
体
験
会

と
　
き
　
２
月
６
日
我
・
　
日
我

２０

　
　
　
　
午
前
　
時
　
分
～
正
午

１０

３０

と
こ
ろ
　
女
性
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
０
歳
～
就
園
前
の
親
子

内
　
容
　
親
子
リ
ズ
ム
体
操
、
赤

ち
ゃ
ん
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
手
あ
そ
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

広告③広告④

有料広告掲載位置有料広告掲載位置

　
詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

架
企
画
振
興
課

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４
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参
加
料
　
無
料

架
代
表
高
橋
さ
ん

拶
２
２
‐
４
２
４
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

連
合
町
内
会
・
町
内
会
役
員

等
研
修
会

と
　
き
　
２
月
　
日
我

１３

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

と
こ
ろ
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
演
　
悪
徳
商
法
か
ら
身
を
守

る
た
め
に

参
加
料
　
無
料

架
富
良
野
市
連
合
町
内
会
協
議
会

（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）　
　
　

拶
２
２
‐
２
０
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

北
方
型
住
宅
フ
ェ
ア
i
n

あ
さ
ひ
か
わ

と
　
き
　
２
月
　
日
蚊

２４

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

と
こ
ろ
　
北
海
道
マ
イ
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
旭
川
会
場
（
旭
川
市
緑
が

丘
東
１
条
４
丁
目
）

参
加
料
　
無
料

内
　
容
　
北
の
住
ま
い
の
新
し
い

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
「
北
方
型
住
宅
」

を
は
じ
め
と
す
る
本
道
の
住
宅
づ

く
り
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
セ

ミ
ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
と

お
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
は
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

架
上
川
支
庁
建
設
指
導
課

拶
０
１
６
６
‐
４
６
‐
５
９
４
７

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

各
種
選
挙
の
投
票
立
会
人

の
募
集

業
務
内
容
　
投
票
事
務
に
参
与
し
、

投
票
事
務
の
執
行
が
公
正
に
行
わ

れ
る
よ
う
立
会
を
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
　
歳
以

20

上
の
方
（
有
権
者
）

募
集
人
員
　

・
期
日
前
投
票
所
　
市
役
所
　
名
34

　
　
山
部
、
東
山
支
所
　
各
　
名
10

・
当
日
投
票
所

　
　
　
　
　
市
内
　
箇
所
　
　
名

23

46

※
当
日
投
票
所
は
、
1
投
票
所
で

2
名
を
越
え
た
場
合
に
は
抽
選
と

し
ま
す
。

登
録
期
間
　
平
成
　
年
４
月
か
ら

２０

平
成
　
年
３
月
ま
で
に
予
定
さ
れ

２１

る
各
種
選
挙
の
投
票
立
会
人
と
し

て
1
年
間
登
録
し
ま
す
。（
期
日
前

投
票
所
と
当
日
投
票
所
が
対
象
と

な
り
ま
す
。）

応
募
方
法
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
・
各
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙

に
よ
り
２
月
　
日
画
ま
で
に
申
し

２２

込
み
く
だ
さ
い
。

選
任
方
法
　
選
挙
管
理
委
員
会
で

登
録
名
簿
か
ら
選
挙
毎
に
選
任
し

ま
す
。

勤
務
時
間
 

・
期
日
前
投
票
所
　

　
市
役
所
　
午
前
８
時
　
分
～
午

３０

後
８
時
　
山
部
、
東
山
支
所
　
午

前
９
時
～
午
後
５
時

・
当
日
投
票
所

　
　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
１
時
間
か
ら
4
時
間
繰
上
げ
る

投
票
所
が
あ
り
ま
す
。

報
　
酬
（
１
日
）

・
期
日
前
投
票
所

　
市
役
所
　
９
４
９
０
円
（
税
引

き
後
）
山
部
、
東
山
支
所
　
６
６

０
０
円
（
税
引
き
後
）

・
当
日
投
票
所

　
７
４
０
０
～
１
０
６
４
８
円

（
税
引
き
後
）

※
報
酬
は
、
制
度
改
正
な
ど
で
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
は
、
山
部
・
東
山

に
お
住
ま
い
の
方
は
支
所
の
投
票

所
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
日
投

票
は
、
お
住
ま
い
の
投
票
所
に
な

り
ま
す
。

架
選
挙
管
理
委
員
会

拶
３
９
‐
２
３
２
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

「
富
良
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

有
料
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ

規
　
格
　
縦
　
ピ
ク
セ
ル
　
横
1

60

5
0
ピ
ク
セ
ル

画
像
形
式
　
g
i
f
ま
た
は
j
p

g
　
動
画
は
不
可

容
　
量
　
　
K
B
以
内

15

募
集
枠
数
　
8
枠

掲
載
位
置
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
方

掲
載
期
間
　
平
成
　
年
5
月
1
日

20

～
7
月
　
日
　
3
カ
月
間

31

掲
載
料

　
　
　
3
カ
月
　
4
5
0
0
0
円

選
定
方
法
　
枠
数
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

申
込
み
　
平
成
　
年
２
月
　
日
画

２０

２９

ま
で
に
申
込
書
、
広
告
案
（
申
込

者
が
作
成
）、市
税
等
納
税
証
明
書
、

登
記
簿
謄
本
写
し
な
ど
所
定
の
書

類
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

架
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
５

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

●
ひ
よ
っ
こ
サ
ロ
ン
（
登
録
な
し
）

と
　
き
　
毎
週
月
曜
日
（
平
成
　２０

年
４
月
７
日
か
ら
）

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
児
　
０
歳
児
～
２
歳
時
（
誕

生
日
が
き
て
３
歳
）
の
親
子
。
ふ

れ
あ
い
広
場
登
録
児
は
対
象
外
。

内
　
容
　
親
子
で
自
由
遊
び
。
後

半
紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
。

●
子
育
て
サ
ロ
ン
（
登
録
な
し
）

と
　
き
　
毎
週
月
・
水
曜
日
（
平

成
　
年
４
月
７
日
か
ら
）

２０
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
児
　
０
歳
児
～
就
学
前
の
親
子

内
　
容
　
親
子
で
自
由
遊
び
。

●
ふ
れ
あ
い
広
場
（
登
録
制
）

広告⑤広告⑥

有料広告掲載位置有料広告掲載位置
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と
　
き
　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

（
平
成
　
年
４
月
８
日
か
ら
）

２０

　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
児
　
０
歳
児
～
２
歳
児
（
誕

生
日
が
き
て
３
歳
）
の
親
子

内
　
容
　
親
子
で
自
由
遊
び
。
後

半
保
育
士
と
親
子
が
一
緒
に
遊
び

ま
す
。

定
　
員
　
各
曜
日
　
組
４０

申
込
み
　
３
月
　
日
俄
～
　
日
画

１０

１４

の
間
に
直
接
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
ま

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着
順
）

●
ふ
ら
の
っ
こ
ク
ラ
ブ
（
登
録
な
し
）

と
　
き
　
毎
月
第
３
木
曜
日
（
平

成
　
年
５
月
か
ら
）

２０
　
　
　
　
　
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
象
児
　
２
歳
児
（
誕
生
日
が
き

て
３
歳
）
～
就
学
前
の
親
子

内
　
容
　
リ
ズ
ム
あ
そ
び
、
ゲ
ー

ム
あ
そ
び
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
ル
ー
ル

の
あ
る
遊
び
を
親
子
で
行
い
ま
す
。

※
保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所
児
は
、

全
て
の
事
業
に
つ
い
て
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

架
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
役
所
臨
時
職
員

　
臨
時
職
員
の
採
用
予
定
者
登
録

を
行
い
ま
す
。

職
　
種
　
一
般
事
務
職
・
技
能
職
・

労
務
職
の
補
助
員

応
募
資
格
　
市
民

雇
用
期
間

　
　
１
カ
月
以
上
（
最
長
　
カ
月
）

１２

採
用
方
法
　
登
録
さ
れ
た
方
の
中

か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
採
用

し
ま
す
。

登
録
期
間
　
平
成
　
年
４
月
1
日

２０

～
平
成
　
年
３
月
　
日

２１

３１

申
込
み
　
総
務
課
に
あ
る
登
録
申

込
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
２

月
　
日
牙
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

２８
さ
い
。

架
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

市
・
道
営
住
宅
入
居
者
募
集

一
般
世
帯
向
け
住
宅
　
３
戸

北
の
峰
南
（
北
の
峰
町
６
番
）
浴

室
有
（
昭
和
　
年
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

５６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
戸

東
麻
町
（
東
麻
町
　
番
）
浴
室
有

１１

（
昭
和
　
年
３
Ｄ
Ｋ
）　
　
　
１
戸

５０

高
齢
者
等
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身

者
を
除
く
）　
１
戸

し
ら
か
ば
（
錦
町
８
番
）
浴
室
有

（
平
成
　
年
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）　
　
１
戸

１１

受
付
期
間

　
　
　
　
２
月
　
日
峨
～
　
日
画

１２

２２

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入
に

よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類
（
収

入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

架
都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

年年金金だだよよりり
年金特別便の送付について
　社会保険庁では、現在問題となっている年金につ
いて、名寄せ・統合などの作業を行っています。そ
の結果、ご本人の基礎年金番号に結びつくと思われ
る方に「ねんきん得別便」を送っています。お手元
に届きました「ねんきん特別便」により、ご自身の
年金記録に記載もれや誤りがないかをご確認のうえ、
必ず手続きくださいますようお願いします。

国民年金保険料を口座振替で前納するとお得です
　国民年金保険料の納付は、支払の手間や時間が省
ける「口座振替」が便利です。また、保険料を前納
すると割引があります。
国民年金保険料の前納
虚国民年金保険料の前納を口座振替にすると割引額
が増えます。
　国民年金保険料を一括して前納すると、
　納付書での支払い　 ２,９５０円の割引
　口座振替　　　　 　３,４９０円の割引
　前納の口座振替日は４月３０日です。なお、すでに
口座振替で１年度分の前納されている方は手続きは
不要です。口座振替での１年度分の前納は３月中に
社会保険事務所への事前登録が必要です。
許月々の口座振替も早割（当月末引落し）にすると
お得です
　早割にすると５０円の割引になります。早割りにす
ると翌月末の初回の口座振替にて２カ月分の保険料
（従来の保険料と５０円割引された保険料）が引落しと
なり、その後の毎月の保険料が５０円割引になります。

保険料の支払いはお忘れなく

架市民課  拶３９‐２３０１

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金の
受給者は、誕生月に送られてくるはがきが、基礎
年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

広告⑦広告⑧

有料広告掲載位置有料広告掲載位置
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■１月17日の朝。マイナス26度まで冷え込んだ。息
子は１時間遅れのため、のんびり朝食。「今年から
１時間遅れがなくなったよ」と聞き、あわてて登校。
朝のシバレタ雪道の楽しみのひとつに、キュキュと
雪を鳴らしながら歩く。富良野ならではの楽しい歩
き方を楽しみました。（さ）

編集

後記

追
い
上
げ
を
み
せ
、
見
事
３

位
入
賞
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

地
元
か
ら
も
、
市
民
な
ど

約
２
８
０
人
が
現
地
に
駆
け

つ
け
精
一
杯
の
声
援
を
送
り

立
春
や
光
る
枝
の
秀
天
を
指
す

矢
倉
　
雪
子

寒
の
水
含
め
ば
耳
の
透
き
と
ほ
る

菅
原
百
合
子

捌
く
手
の
仄
か
に
茶
の
香
春
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
美
恵
子

ま
ず
は
じ
め
妻
の
遺
影
の
年
賀
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
寿
雄

良
き
年
と
祈
り
を
こ
め
て
初
灯
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
田
　
貞
子

連
山
は
煙
を
北
へ
山
眠
る

松
藤
　
道
子

孫
の
名
を
表
書
せ
し
お
年
玉

行
く
末
ま
で
の
健
や
か
願
ふ
　
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

一
碗
の
濃
茶
に
心
癒
さ
れ
て

強
く
生
き
た
し
八
十
路
に
む
け
て
　
　
　
吉
田
　
久
子

幾
人
も
吾
れ
を
越
え
て
ゆ
く
人
よ

新
し
き
雪
踏
み
締
め
て
生
く
　
　
　
　
　
雪
原
　
一
世

あ
ら
た
世
の
光
は
満
ち
て
清
々
し

子
年
の
ゆ
え
に
希
望
ふ
く
ら
む
　
　
　
　
町
屋
　
和
子

華
や
か
に
時
に
は
厳
し
く
降
る
雪
の

変
幻
妖
し
も
牡
丹
雪
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
近
藤
富
貴
子

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午前８時～８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　2月23日臥　午前１０時→１０時４５分

　

第　

回
全
国
高
校
駅
伝
競

５８

走
大
会
が　

月　

日
、
京
都

１２

２３

市
で
開
催
さ
れ
西
脇
工
業
高

校
が
第
３
位
に
耀
き
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
は
、
主
将
の
八
木

君
を
中
心
に
伝
統
の
「
心
の

⑭

西
脇
工
業
高
校
「
全
国
３
位
」

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
、
関
係

者
の
み
な
さ
ん
本
当
に
お
疲

れ
様
で
し
た
。

（
広
報
に
し
わ
き
１
月
号
よ

り
）

タ
ス
キ
リ
レ
ー
」
で
、
２
時

間
５
分　

秒
の
タ
イ
ム
で

２９

ゴ
ー
ル
。
序
盤
で
出
遅
れ
た

も
の
の
、
区
間
賞
に
耀
い
た

５
区
仁
木
君
、
７
区
新
庄
君

な
ど
の
力
走
で
、
驚
異
的
な


